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①②

④ ③

北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団

技技
術術
部部
浄浄
水水
管管
理理
室室
設設
備備
班班
技技
師師

石石
井井

智智
之之
氏氏

住
軽
日
軽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

設
計
技
術
部
構
造
物
チ
ー
ム
長

渡
辺

和
志
氏

「「
ろろ
過過
池池
覆覆
蓋蓋
工工
事事
」」にに
つつ
いい
てて

―
ま
ず
、
北
千
葉
広
域
水

道
企
業
団
の
役
割
を
含
め
た

概
要
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
野

当
企
業
団
は
千
葉

県
、
松
戸
市
、
野
田
市
、
柏

市
、
流
山
市
、
我
孫
子
市
、

習
志
野
市
お
よ
び
八
千
代
市

の
１
県
７
市
に
水
道
水
を
安

定
的
に
供
給
す
る
、
水
道
水

の
メ
ー
カ
ー
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
一
日
最

大
�
万
５
０
０
０
立
方
㍍
の

水
道
水
供
給
を
目
途
に
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
利
根
川

水
系
江
戸
川
か
ら
取
水
し
、

主
要
施
設
の
北
千
葉
浄
水
場

で
浄
水
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
浄
水
方
法
は
オ
ゾ
ン
、

生
物
活
性
炭
の
高
度
浄
水
処

理
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
は
平
成

�
年
度
に
稼
働

し
ま
し
た
。

―
主
要
施
設

の
北
千
葉
浄
水

場
に
お
け
る
水

道
水
の
安
定
供

給
に
向
け
た
取

り
組
み
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う

か
。上

野

施
設
の
耐
震
化
に

つ
い
て
は
平
成
�
年
度
に
耐

震
化
事
業
計
画
を
策
定
し
、

平
成
�
年
度
ま
で
に
工
事
を

完
了
し
て
い
ま
す
。
沈
砂
池

耐
震
化
工
事
、
利
根
運
河
水

管
橋
耐
震
補
強
工
事
、
高
架

水
槽
耐
震
化
工
事
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
�
年
度
か
ら

平
成
�
年
度
を
計
画
期
間
と

す
る
第
�
次
経
営
計
画
に
お

け
る
施
設
の
更
新
、
改
良
工

事
と
し
て
災
害
発
生
時
の
対

応
能
力
の
強
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
取
水
、
浄
水

施
設
の
防
災
、
減
災
対
策
の

一
環
と
し
て
既
存
自
家
用
発

電
設
備
の
更
新
に
あ
た
り
、

そ
の
施
設
能
力
お
よ
び
運
転

可
能
時
間
の
増
強
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
外
部
か
ら
の
異
物
混
入
の

防
止
な
ど
の
た
め
、
ろ
過
池

に
覆
蓋
を
設
置
し
て
ま
い
り

ま
す
。
工
事
期
間
は
平
成
�

年
度
か
ら
平
成
�
年
度
末
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

―
覆
蓋
工
事
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

石
井

北
千
葉
浄
水
場
の

ろ
過
池
は
池
上
部
が
開
放
構

造
と
な
っ
て
お
り
、
処
理
水

が
直
射
日
光
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
ろ
過
池

と
道
路
が
近
接
す
る
場
所
に

は
高
尺
フ
ェ
ン
ス
が
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
外
部
か

ら
の
異
物
混
入
へ
の
対
策
が

十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
状
況
で
し
た
。
こ

の
た
め
水
の
安
全
性
確
保
を

目
的
に
４
系
統
、
	
池
の
ろ

過
池
全
体
を
覆
蓋
化
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

―
覆
蓋
化
に
あ
た
り
検
討

さ
れ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

石
井

覆
蓋
形
状
に
は
勾

配
形
式
と
フ
ラ
ッ
ト
形
式
が

あ
り
ま
す
が
比
較
の
結
果
、

切
妻
型
の
勾
配
形
式
と
し
ま

し
た
。
勾
配
形
式
は
長
ス
パ

ン
に
向
い
て
い
て
、
勾
配
が

あ
る
た
め
雨
水
や
積
雪
を
流

す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
っ

た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
ア
ー
チ
構
造
の
た
め
部

材
を
細
く
し
て
軽
量
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

覆
蓋
材
質
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
、
合
成
木

材
に
つ
い
て
比
較
し
ま
し

た
。
北
千
葉
浄
水
場
の
、
ろ

過
池
の
開
口
は
長
さ


・
３

㍍
×
幅
�
・
０
㍍
と
非
常
に

大
き
く
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
や
合
成

木
材
製
で
覆
蓋
を
施
す
場

合
、
単
独
で
は
強
度
が
不
足

す
る
た
め
鋼
材
な
ど
に
よ
る

補
強
が
必
要
に
な
り
コ
ス
ト

高
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

覆
蓋
重
量
が
増
加
し
て
、
ろ

過
池
へ
の
荷
重
が
大
き
く
な

り
耐
震
性
が
悪
化
し
ま
す
。

重
量
増
加
に
よ
り
、
開
閉
時

の
負
担
が
大
き
く
な
る
と
い

っ
た
問
題
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
強
度
に
つ
い
て
比

較
す
る
と
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

合
金
が
優
れ
て
お
り
高
い
強

度
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
理
由
に
よ
り
覆
蓋
材
質

は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
を
選

定
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
見

学
者
用
の
ろ
過
池
は
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
合
金
で
は
見
学
者
の

視
界
を
妨
げ
る
た
め
、
一
部

の
部
材
に
高
い
透
明
度
、
耐

衝
撃
性
を
有
す
る
ポ
リ
カ
ー

ボ
ネ
ー
ト
を
採
用
し
ま
し

た
。ろ

過
池
１
池
当
た
り
に
覆

蓋
を
４
枚
（
上
覆
蓋
×
２
、

下
覆
蓋
×
２
）
設
置
す
る
と

寸
法
は
上
覆
蓋
が
長
さ
�
・

５
㍍
×
幅
２
・
９
㍍
、
下
覆

蓋
が
長
さ
�
・
�
㍍
×
幅
２

・
９
㍍
と
な
り
ま
す
。
覆
蓋

の
重
量
は
１
枚
あ
た
り
約
８

０
０
㌔
と
な
り
ま
す
が
、
レ

ー
ル
上
を
覆
蓋
に
付
属
し
た

車
輪
で
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
た

め
、
１
枚
あ
た
り
�
㌔
の
力

で
開
閉
で
き
、
作
業
員
を
両

側
に
１
人
ず
つ
配
置
す
る
こ

と
で


㌔
の
力

で
開
閉
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

設
置
後
に
見

込
ま
れ
る
１
池

あ
た
り
の
覆
蓋

開
閉
頻
度
は
、

付
属
設
備
の
点

検
な
ど
で
年
�
回
以
上
と
想

定
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

開
閉
操
作
は
頻
繁
に
行
わ
な

い
こ
と
か
ら
、
コ
ス
ト
な
ど

を
考
慮
し
手
動
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ろ
過
池
躯
体
間

に
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ

イ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ろ
過
池
３
池
を

一
組
と
す
る
構
成
と
し
、
池

内
の
維
持
管
理
の
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
ど
の
池
も
全
開

可
能
な
構
造
と
し
ま
し
た
。

―
ろ
過
池
の
半
分
で
す
で

に
覆
蓋
工
事
が
終
了
し
て
い

ま
す
が
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
製
覆
蓋
技
術
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
評
価
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

石
井

覆
蓋
材
質
の
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
合
金
は
、
高
い
強

度
が
あ
り
構
造
の
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
職
員
１

人
で
も
覆
蓋
の
開
閉
が
可
能

な
の
で
満
足
し
て
い
ま
す
。

北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
は
水
の
安
全
性
確
保
を

目
的
に
、
北
千
葉
浄
水
場
の
ろ
過
池
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
製
覆
蓋
を
設
置
す
る
工
事
を
平
成

年
度
か

ら
施
工
し
て
お
り
、
平
成

年
度
末
に
完
成
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
は
高
い
強

度
を
有
す
る
素
材
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

素
材
で
作
ら
れ
る
覆
蓋
は
可
動
性
、
耐
食
性
、
軽
量

性
に
優
れ
て
い
る
。
特
集
で
は
同
企
業
団
に
ろ
過
池

覆
蓋
に
あ
た
り
検
討
し
た
点
、
製
造
者
の
住
軽
日
軽

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
覆
蓋

技
術
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

～北千葉広域水道企業団 北千葉浄水場ろ過池～

切切
妻妻
型型
アア
ルル
ミミ
ニニ
ウウ
ムム
合合

金金
製製
覆覆
蓋蓋
技技
術術
にに
つつ
いい
てて

―
ま
ず
、
覆
蓋
工
法
に
つ

い
て
ご
説
明
下
さ
い
。

渡
辺

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
製
部
材
を
用
い
た
覆
蓋
工

法
は
、
比
較
的
小
さ
な
池
を

ア
ル
ミ
押
出
形
材
を
組
み
合

わ
せ
た
パ
ネ
ル
に
よ
り
塞
ぐ

固
定
式
、
池
外
周
に
設
置
し

た
レ
ー
ル
に
沿
っ
て
動
か
す

こ
と
が
可
能
な
可
動
式
、
池

全
体
を
丸
ご
と
覆
う
建
屋
式

な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
こ

の
中
で
も
可
動
式
は
、
池
内

の
観
察
や
設
備
更
新
の
際
に

最
も
容
易
に
覆
蓋
の
開
閉
が

可
能
な
工
法
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

高
耐
食
性
に
よ
る
部
材
耐
久

性
の
高
さ
、
軽
量
性
に
よ
る

既
存
躯
体
へ
の
負
担
軽
減
や

施
工
性
の
高
さ
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

―
切
妻
型
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

合
金
製
覆
蓋
技
術
の
特
長
に

つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

渡
辺

覆
蓋
の
構
造
は
、

Ｈ
断
面
形
状
の
大
型
押
出
形

材
に
よ
る
大
梁
と
支
柱
を
溶

接
接
合
し
て
主
架
構
を
製
作

し
、
２
つ
の
主
架
構
を
つ
な

ぎ
梁
で
連
結
し
て
表
面
板
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
覆
蓋

１
枚
を
成
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
切
妻
形
状
は
単
純
な
門

型
形
状
に
比
べ
て
合
理
的
な

構
造
と
な
り
、
梁
断
面
の
小

型
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。切

妻
型
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
製
覆
蓋
の
製
作
に
は
高
度

な
ア
ル
ミ
溶
接
技
術
が
必
要

不
可
欠
と
な
り
ま
す
が
、
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
建
築
構
造
協
議

会
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
建
築
構
造
物
製
作

工
場
「
１
類
製
作
工
場
（
主

要
構
造
部
位
の
接
合
に
溶
接

を
行
う
こ
と
の
で
き
る
工

場
）」
に
よ
り
製
作
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
十
分
な
品
質

管
理
体
制
お
よ
び
製
作
精
度

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。―

開
発
で
留
意
し
た
点
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

渡
辺

当
た
り
前
で
す

が
、
可
動
式
覆
蓋
の
可
動
性

能
は
最
も
重
要
な
性
能
の
１

つ
で
す
。
当
社
で
は
、
長
年

に
わ
た
る
可
動
覆
蓋
の
納
入

経
験
を
活
か
し
、
可
動
装
置

の
設
計
と
開
発
を
ゼ
ロ
か
ら

行
い
、
さ
ら
に
製
作
工
場
で

の
試
作
な
ど
を
経
て
製
品
化

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

可
動
式
覆
蓋
の
開
閉
操
作
は

浄
水
場
の
職
員
が
行
う
た

め
、
誰
で
も
無
理
な
く
開
閉

で
き
る
こ
と
を
重
要
視
し
て

い
ま
す
。

―
技
術
の
改
良
な
ど
今
後

の
方
針
を
お
願
い
し
ま
す
。

渡
辺

浄
水
場
は
、
ろ
過

池
に
比
べ
て
沈
殿
池
の
方
が

大
き
な
開
口
と
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に

大
き
な
開
口
規
模
に
も
適
用

可
能
な
可
動
式
覆
蓋
の
開
発

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
大
き
な
覆
蓋
を
製
造
す

る
技
術
の
確
立
と
、
耐
荷
重

の
大
き
な
車
輪
の
開
発
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

切
妻
型
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
製
覆
蓋
の
歴
史
は
約


年

と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
す
と
共
に
、

さ
ら
な
る
飲
料
水
の
安
全
確

保
に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

連結で１枚の覆蓋を実現

可動性、高耐食性、軽量性が

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
覆
蓋
の
設
置
工
事
。
ク
レ
ー
ン

で
覆
蓋
を
持
ち
上
げ
設
置
し
て
開
閉
状
況
を
調
べ
る

北千葉浄水場の施設配置

イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー

発発
注注
者者

技技
術術
部部
施施
設設
管管
理理
室室
総総
括括
副副
技技
監監

上上
野野

次次
男男
氏氏

水水のの安安全全性性確確保保をを目目的的にに
アアルルミミニニウウムム合合金金製製覆覆蓋蓋をを設設置置

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
は
高
い
強
度
が

職
員
１
人
で
も
開
閉
可
能

上野氏

平成２９年度には４系のうち２系（右側）で覆蓋工事が完成

石井氏

イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー

製製
造造
者者

アア
ルル
ミミ
ニニ
ウウ
ムム
合合
金金
製製
屋屋
根根
工工
法法
協協
会会
賛賛
助助
会会
員員

ろ過池への覆蓋設置面積は４系で約７４００

両側に１人ずつ配置すると１５㎏の力で開閉可能

レールが設置されていてスムーズな開閉が可能

（４）特 集（週二回月・木曜日発行）２０１８年（平成３０年）８月２０日（月曜日）第５２６６号 第３種郵便物認可


